
感染症対策に 

引き続きご協力をお願いします。 

 新型コロナウイルス感染症の第八波の状況
に加え、数年感染の拡大がみられなかったイ
ンフルエンザについても拡大の傾向がみられ
ています。 
 学校では引き続き、継続的な換気、手洗い
の励行、マスク着用などの感染対策を行いな
がら３学期の教育活動を進めてまいります。 
 ご家庭におかれましても、引き続き感染対策
を進めていただきますとともに、体調が悪い場
合には登校を見合わせるなど、適切なご判断
をお願いいたします。 
 なお、発熱等があった場合には必ず学校ま
でご連絡をお願いいたします。受診先の確認
や相談は、埼玉県ホームページにある「新型コ
ロナウイルス感染症県民サポートセンター」を
ご活用ください。 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日 曜 １月の行事予定 

１ 日  

２ 月  

３ 火  

４ 水  

５ 木  

６ 金  

７ 土  

８ 日  

９ 月 成人の日 

10 火 
第３学期始業式、３時間授業 

一斉下校 

11 水 

給食開始、発育測定（4,5,6年） 

１年～４年 ４時間授業 

委員会活動 ５・６年 ５時間授業 

12 木 
発育測定（1,2,3,年、なかよし）、

スクールカウンセラー勤務日 

13 金 TK式学力テスト（全学年） 

14 土  

15 日  

16 月 知能テスト１年 

17 火 ピースキャラバン6年、クラブ 

18 水 入学説明会 

19 木  

20 金 避難訓練 

21 土  

22 日  

23 月  

24 火 クラブ 

25 水  

26 木 第2回学校保健委員会、教育相談日 

27 金 教育相談日 

28 土  

29 日  

30 月  

31 火 委員会活動 

1月は１．２月分の給食費（4100円×２）
が、まとめて１月４日に引き落とされていま
す。 
振替ができなかった場合は、1月１８日(水)
に再振替があります。ご確認をお願いいたし
ます。 
３月分の振替は２月１日（水）、 
再振替日は２月１５日（水）です。 
（今年度最終の振替です。） 

まなびあう 
たすけあう 
みがきあう 

 児童数  

４４５名 

吉川市立関小学校 学校だより 

      令和５年 １月号 

吉川市吉川団地１－１０ 

ＴＥＬ ０４８（９８２）６２４７  

ＦＡＸ ０４８（９８４）５２７２ 

生活目標 

ふくそうを 

整えよう 

 

転出のご連絡はわかりしだい、お早めに 

学校は、法令により学年の児童数で学級
数が決まり、配置される教員数が決まりま
す。一人の児童の増減で学級も増減すると
いうことが起こりますし、それに伴って教
員数の増減も起こります。年度末が近づく
にあたり、お仕事の都合などで転出する予
定がある場合には、まだ見込みであっても
まずは学校まで知らせください。よろしく
お願いいたします。 

吉川市教育大綱  家族を 郷土を 愛し 志を立て 凛として生きていく 
 

 

一年の計 「学び続け、挑み続ける、そういう人でありたい」 
 

校長  坪井 俊治 

 

 令和５（２０２３）年、明けましておめでとうございます。 

 今年も、私は元日の朝に家の近くの川にかかる橋の上で初日の出を見ました。凛と

した冷たい空気の中、「一年の計」を心に刻みました。今年は、「学び続け、挑み続

ける」です。 

プロの将棋棋士である藤井聡太さんは、現在、プロ将棋界にある８つのタイトルの

うち５つを獲得した、今や最強の棋士ともいえる人です。藤井さんは、私にとっては

同じ中学校・高等学校（プロ棋士として将棋に打ち込むため３年生で中途退学されて

います）で学び生活した後輩であり（とは言っても何の交流もありませんし40年近く

年が違っています）、その活躍には胸を躍らせ、応援しています。 

話を戻して。藤井聡太さんの強さはどこにあるのか。対戦している人たちはこのよ

うに話しています。「とにかく将棋が好きで研究が大好きである。将棋盤の上で展開

される攻防について、これでもかと言うくらい研究を積み重ねている。AIを活用しAI

から学ぶこともする。恐れることなく新しい手、こちらが思いつかないような手を打

ってくる。」勝負という結果に対する思いはもちろんあるでしょうが、勝ち負け以上

に将棋が大好きであるという思い、将棋を探求し今の自分を磨いてさらに新しく変え

ていこうとする気持ちを持ち続け研究に打ち込んでいることが、強さにつながってい

るのだと私は感じます。 

藤井さんの将棋棋士としての生き方から学ぶのは・・・。 

常に自分を高めるという目標をもち、疑問や問題があればそれに挑み解決のために

新たに学んでいく、そしてやり続けるということです。まさにこれが生涯学び続ける

ことにつながることだと考えます。学び続け、挑み続けることを一番大切にして一年

を過ごします。 

関小学校開校５０年の今年度。ここまで積み上げてきた５０段目の完成に達するま

であと3学期の3か月を残すのみとなりました。開校５０年のあゆみのまとめ、５１段

目への足固めとして、教育活動を進めてまいります。 

家庭、地域のみなさまには、変わらぬお力添えをいただけましたら幸いに存じます。 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 


